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use－剛OPPIX MATHを利用した計算機支援環境の

実践的構築能力と活用能力促進教育

1. はじめに
悶OPPIXI）は1枚のCD（また はDVD）の中にOSと多

数のアプリケーションが収録されているLinuxディス

トリビューションである。 ハードディスクにOSをイン

ストール する必要がなくCD, DVDなどから起動 するた

め， ハードディスクに変更を加えずにLinux環境でさ
まざまなコマンドやアプリケーションを使うことがで

きる。 WindowsなどがインストールされているPCであ

っても本体に影響を与えずにLinuxが利用できること
が最大の特徴である。

KNOPPIXはDVDより極めて容易にUSB にインストー

ルが可能である。作成されたUSB -KNOPPIXはDVDから
立ち上げた場合と比較して起動やアクセス時聞が格段
に短く， システムを停止させた場合でも， ホーム・デ
ィレクトリの内容を維持できる。 このためW eb ブラウ
ザのブックマークの設定， 送受信したメイル， 作成し
たファイルなどが保存される。 ネットに接続されたPC
があればそのPCと は別個にUSB上に，独自のシステム

環境での作業が可能となる PC環境を構築できること
と な る 。 本 プ ロ ジ ェ ク ト 実習 科 目 で 利 用 さ れ た
剛OPPIX-MATH2011 （ 平成23年3月に公開されたシス

テム， 平成24年3月にMATH-LI B阻2012 に更新改名
され公開中） はボランティアグループ KNOPPIX/Math

Projectにより作成されたものである。KNOPPIXを原型

に数学ソフトウェアが多数収録されている。 いずれも
オープンソースソフトであるため無償であり， 学生に
経済的な負担を全く及ぼすことなく， 十分に教育効果

の高い基礎的かつ発展的な情報処理教育が実践可能な

支援システムである。

熊本大学工学部数理工学科1年生必修科目「情報処
理基礎」において は平成22年度より剛OPPIX-MATHを
利用した’情報処理導入教育を行っている。 本プロジェ
クトの対象となった同科目の平成23年度の実践事例

を報告する。

2. 輯韓概要
・科目名： 情報処理基礎 (1年次必修）
• 23年度受講者：11 名
－講義環境：

62 

数理工学科 内藤幸一郎

OAフロア小教室（最大席数20 )

電源・情報コンセント×8 (HUB2台使用）
ノ ートPC: DELL precisi on M4500×11

（ 学科所有のものを毎回貸出）
剛OPPIX-MATH 2011版 DVD ×11

(KNOPPIX/Math Projectより寄贈）

USB ( 8G) （ 学科共通予算購入品）×11 

本プロジェクト予算により貸出用ノ ートPC, USB フ
ラッシュメモリ，自習用ディスクトップPCの補充購入
を行った。
・講義内容

(1 ）剛OPPIXの導入 （1回）

(2）基本的なアプリケーションの利用法 (3 回）
(3）閉店の基礎概念と基本的なコマンド (2回）
(4 )Late x による文書作成 (5回）

(5）発表会 (3回）
(6)0pen Source Conf erence 2011 in Fukuo ka

（筑紫女学園大学で開催：学外実習として本プロジ
ェクト予算支援旅費による学生参加）

2. 1剛OPPIXの導入

• USB 一則OPPIXの作成を行った。 USB (8G）にシス

テム （約4G）のインストールに平均約15分， デ
ータ領域（約3.5G）作成に平均約10分を要した。

・肥B ブラウザ （Icew easel) を利用し， 学内ネット

ワ ークを介してインター ネットへの接続を行った。

・メイラー （Icedove ）を利用し、熊本大学全学メイ

ルサー ビスによるメイルアカウントの設定後， 講

義担当者へテストメイルの送信を行った。 以後，

レポート提出 はすべてファイル添付しメイル送付

することとした。
2.2基本的アプリケーシヨンの利用

文書作成アプリケーション OpenOff ice.orgの拡張
版であるLibreOffice を利用し一般文書の作成、数式
文書の作成演習を行った。 さらに， 数学演習問題と解
答の文書作成と 発表用のシートの作成を課題として与
え， 発表会を行った。
課題： LibreOfficeWri ter+Mathを利用して，微積分

と線形代数の演習問題と解答を作成せよ。






